
地域のために奉仕作業
シルバー人材センターがボランティアで環境整備
　シルバー人材センターは、定年で会社を退職された方な
どで、まだまだ働けるという元気な方に軽作業などの仕事
を提供されています。
　会員の方は地元に貢献したいという思いを強く持ってお
られ、こうした温かい思いから、市内各地の学校などの奉
仕活動に毎年取り組んでおられます。
　11月15日（土）は八千代地区の会員が集まり八千代中
学校校舎の周辺の草刈りや清掃をされました。きれいな校
舎で、生徒も気持ち良く勉強することができることでしょ
う。

地域で輝き続ける
プラチナ大学（コミュニティビジネス起業講座）
　広島県では、現役世代を含め概ね55歳以上の方々を、
いつまでもプラチナのように輝き続けていただきたいとい
う願いを込めて「プラチナ世代」と呼んでいます。プラチナ
大学は、地域で活躍する人材を育成することを目的とし、
広島県と広島県社会福祉協議会の主催、市の共催で開催し
ました。
　「コミュニティビジネスって何」、「事業計画を作成して
みる」などのテーマで、9月から11月までの2か月間にわ
たって全６回開講。受講生の皆さんは、真剣な面持ちで講
義を聞かれていました。

おいしいピザが焼き上がりました
親子で石窯ピザづくりに挑戦
　11月29日(土)、安芸高田市少年自然の家「輝ら里」で、
46名の親子が本格的な石窯ピザづくりに挑戦しました。
　輝ら里に備え付けのかまどは、朝から炭火が入れられ、
ピザを焼きあげる準備万端。まずはレクリエーションで体
を温めてから、ピザ生地づくり。親子で協力して作るトマ
トソースのピザとフルーツののったデザートピザ。同じ材
料が揃えられていた机には、それぞれの家族の個性が感じ
られる、大きさも盛り付けも異なる30枚が焼き上がりま
した。かまどから取り出したこんがりピザとほくほくの焼
き芋の味を、皆さん笑顔で楽しまれました。

毎年人気！市外からの参加者も多数
第３７回土師ダムマラソン大会
　11月23日（日）今年も土師ダム湖畔に多くのランナー
が集まりました。晩秋のこの時期、朝は深い霧に包まれ、
幻想的な風景になります。それが昼も近くなり、霧が晴れ
てくると、今度は視界が開けて色鮮やかな紅葉を見ること
ができます。この自然の移り変わりを味わいながら、気分
よく走ることができることから毎年、多くのランナーが参
加されます。
　ハーフマラソンの部は、湖畔を２周する長いコースです
が、自分に合ったペースで気持ち良さそうに走られていま
した。

魂を揺さぶる熱きメッセージ！
「情熱のフラメンコ！」

　フラメンコは、元来は長年にわたり迫害を受けてきたジプシー達の心の叫び、人生
が映し出されたもので、それが長い年月をかけて現在のスタイルになりました。
　12月5日（金）、アリシア＆ネストルフラメンコ舞踊団によるフラメンコ公演がク
リスタルアージョで行われました。
　バイレ（踊り）・カンテ（歌）・トケ（ギター）・パルマ（手拍子）・ハレオ（掛け声）で構成
されるフラメンコは、ときに軽快なリズムを刻み、ときに悲しく歌い上げ、観ている
人たちの心を熱く揺さぶります。最後の演目では観客みんなの手拍子で会場が一つに
なり、大盛況のうちに情熱のフラメンコ公演が幕を閉じました。

第8回あきたかた市民文化祭【舞台芸能の祭典】
けんみん文化祭ひろしま' １４
　11月30日（日）、第8回あきたかた市民文化祭【舞台芸
能の祭典】がクリスタルアージョで開催されました。
　今年は38団体、364名の市民の皆さんが参加され、民
謡民舞、合唱、吟詠剣詩舞など、様々な分野の芸能を華や
かに発表。揃えられた動作や、しなやかな所作、見事な歌
声の披露など、日頃の練習の成果をしっかりと発揮されて
いるようでした。当日は多くのお客さんが会場に詰め掛け、
演目が終わるたび、惜しみない拍手を出演者に送っていま
した。

土師ダムが持つ役割を考える
土師ダム完成40周年記念事業
　土師ダムは、江の川の洪水調節、広島都市圏への水供給
など、安芸高田市のみならず、広島都市圏を中心に重要な
役割を持つダムです。土師ダムが完成して40周年を迎え
たことを記念し、11月30日（日）、シンポジウムや、八千
代湖巡視体験、ジビエ料理・地産品販売、神楽上演などが
行われました。
　シンポジウム内で行われたパネルディスカッションで
は、土師ダム水源地域に住むさまざまな立場の人をパネ
ラーに迎え、土師ダムの現在の状況や、今後の展望などに
ついて活発な意見交換が行われました。
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